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 要  旨 
 
 本研究は，人間の視覚的な空間情報が欠落した場合における三次元空間の構
造把握特性について検討することを目的とする．通常人間は，外界の対象に対
する情報を把握する際，主に視覚情報，触覚情報を用いて把握している．しか
し先行研究によって，空間に関わる直接的な視触覚情報を用いず，運動によっ
て得られる空間に関わる情報と，聴覚によって与えられる対象との干渉状態の
みで，空間に設定された仮想的な対象の形状を識別可能であることが確かめら
れている．本研究はそのことを利用し，空間構造の把握にも同様のことが説明
できるのではないかと考えた．対象とする空間構造には，視覚的に直接確認す
ることのできない見えない迷路構造を作成し，空間構造把握について実験を行
い，その特性を検討した．  
 実験は二次元迷路構造と三次元迷路構造を用いて行った．三次元迷路につい
ては再試行による構造把握特性，同じ構造を他方向から捉えた場合の構造把握
特性についても検討した．提示する聴覚情報はある特定の位置との干渉関係を
付加することで，構造把握に影響があるか検討するため，現在位置とゴールま
での経路との干渉関係を示す聴覚情報を提示する場合とそうでない場合とを
設定し，実験条件とした．また視覚情報の影響についても検討するため，探索
運動を行う手の位置が視覚的に得られる条件も設定して実験を行った． 
実験の結果，二次元迷路構造はすべての被験者においてゴール到達が可能で
あり，構造把握も比較的容易に行えることがわかった．三次元迷路構造におい
ては被験者間に個人差があり，空間構造の把握を説明できる結果は得られなか
った．しかし視覚情報の優位性や，繰り返し試行することによって構造を学習
する傾向などが見られたことから，干渉情報提示方法の再検討を行うことで，
空間構造把握が可能であることが示唆された．また本研究で用いた見えない迷
路提示システムは，多くのエンタテイメント性を含んでおり，今後見えない三
次元迷路アプリケーションとしての可能性が期待できるものである． 
 
